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2026 年 5 月吉日 

日本交通心理学会 会員各位 

 

日本交通心理学会会長  志堂寺和則 

                    大会委員長  須和憲和   

準備委員長  瀬川誠     

 

日本交通心理学会第 91 回姫路大会のご案内 

－2号通信－ 

 

初夏の候，会員各位におかれましてはますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。 

日本交通心理学会第 91 回姫路大会の 2 号通信をお届けします。 

今大会は兵庫県姫路市市民会館で開催いたします。大会では 25 件の研究発表のほかに，バス事業に

おける運輸安全マネジメントに関する基調講演，「バスの安全に必要なもの」と題してのシンポジウム，

教習所部会，学校・家庭部会，医療福祉部会の活動，総会，懇親会を予定しています。 

また，昨年度に引き続き，高校生の研究発表も行います。 

大会の参加申込みの締切期日は 6 月 2 日（火）です。大会ホームページ上よりお申込み下さい。 

多くの会員の皆様のご参加をお待ちしております。 
 

記 
１．会期・会場 

会 期： 2026 年 6 月 19 日（金）～ 21 日（日）の 3 日間 
※ 開会は 6 月 19 日，20 日共，12:30 を予定しています。 
※ 6 月 19 日（金）は教習所セミナー，本大会は 6 月 20 日（土），21 日（日）です。 

会 場： 姫路市市民会館（〒670-0015 兵庫県姫路市総社本町 112） 
https://himeji-machishin.jp/toshi/commu/shiminnkaikann/ 

 JR・姫路駅下車，北へ徒歩約 13 分 
 山陽電車・山陽姫路駅下車，北へ徒歩約 13 分 
 神姫バス・市民会館前停留所下車，西へ徒歩約 1 分 

駐車場： 姫路市市民会館の駐車場は使用できません。 
近隣の駐車場をご利用下さい。 

宿 泊： 周辺には，宿泊施設が数多くございます。各位お手配お願いいたします。 
 
２．参加申込 

（1）登録方法 
①大会ホームページ「参加・発表申込」の入力フォームで登録してください。 
②登録締切りは 6 月 2 日（火）です。 
※事前申込みのご協力をお願いいたします。 

（2）大会諸費用 
大会諸費用表をご覧ください。 
参加費のお支払いは，振込のみです。 
6 月 2 日までに，該当する費用を下記に示した指定口座にお振込みください。 
※当日の受付を円滑に進めるために，参加費の振込による事前支払いにご協力下さい。 
※なお，領収書は入金確認の上，受付でお渡しします。 
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【注意事項】 

納入された参加費は，大会当日に欠席されても返金はいたしません。  
大会，懇親会の参加申込みを行い，当日欠席された場合は，ご請求いたしますので 
予めご了承ください。自然災害で欠席された場合も，同様です。 
 

【大会諸費用表】 

費目 会員種別 事前振込 当日現金 備考 

大会参加費 
（論文集１部含む） 

正会員 8,000 円 9,000 円 
前年度年会費 

納入者 
 

名誉会員・終身会員は

参加費無料です。 

学生会員 4,000 円 4,500 円 

賛助・購読会員 8,000 円 9,000 円 

非会員（学生） 4,500 円 5,000 円 

非会員（それ以外） 9,000 円 10,000 円  

懇親会費 参加者全員  9,000 円    ― 当日に参加申込はでき

ません。 

教習所セミナー 
参加費 参加者全員 4,000 円  4,000 円 

教習所セミナーのみ参

加の方は大会懇親会に

は参加できません。 

大会論文集 
（追加分） 

会員 2,000 円 2,000 円 ※論文集 1 部は大会参

加費に含まれていま

す。 非会員 3,000 円 3,000 円 
 ※学会は，法人ではございませんので，費用はすべて不課税扱いです。 
 
【振込先】 

振込先口座：ゆうちょ銀行 

 
※諸般の事情から，前京都大会での口座を使用しますので，ご了承ください。 
口座名は，「日本交通心理学会京都大会事務局」です。 

※手数料は，申込み者ご負担でお願いします。 
※備考欄に参加者の氏名と所属を明記してください。 
団体で一括して振込む場合は，参加される方全ての個人名を明記してください。 

 
 

 

 

ゆうちょ銀行から 
振込の場合 

口座番号 口座名義人 

00930-7-196699 
日本交通心理学会京都大会事務局 

ニホンコウツウシンリガッカイ 
キョウトタイカイジムキョク 

 
他行等から  
振込の場合 

 

店名（店番） 預金種目 ・ 口座番号 

〇九九（ゼロキュウキュウ）店 
099 当座 0196699 
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３．プログラム 

【大会前イベントⅠ】 

 2026 年 6 月 19 日（金）【教習所部会企画・第 27回自動車教習所セミナー】   ※大会前日に開催  

姫路市市民会館・大ホール 受付開始 11:30～ 

 12：30～12：40 開会あいさつ 

     教習所部会長・奥山祐輔（黒井産業株式会社・黒井交通教育センターKURO-TEC） 

12：40～14：00 発表 1「大型バスの特性—AT 車普及に伴う新たな教育制度の構築に向けて」 

                         河島和也 

（神姫バス株式会社バス事業部安全推進課）  

「外国人運転士教育の実践報告—手探りから始まった外国人運転士教育 

－6 ヶ月間の指導と直面した課題—亅 

                           船曳晃司 

（神姫バス株式会社バス事業部安全教育課・交通心理士） 

 14：00～14：20 休憩 

14：20～15：20 発表 2「特別支援が必要な教習－M ランド益田校の取り組みなど」 

         森下高博 

（株式会社コガワ計画 M ランド益田校・主任交通心理士） 

 

15：20～15：40 休憩 

 

15：40～16：40 発表 3「“連携”ということばを考える－作業療法士と教習指導員の立場から－」 

        高間達也 

（有限会社七尾自動車学校・交通心理士） 

           「医療機関における自動車運転評価－中伊豆リハビリテーションセンターで 

の取り組み－」 

那須識徳 

（農協共催中伊豆リハビリテーションセンター・交通心理士） 

 

16：40～16：50 閉会あいさつ 
          教習所部会副部会長・重松宏昭 

（株式会社一二・アイルモータースクール交通教育センター） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



4 
 

【大会前イベントⅡ】 

 2026 年 6 月 20 日（土）【医療福祉部会企画・事例研究・報告セミナー】  ※大会開会式前に開催 

姫路市市民会館・5階・第 2教室 受付 9:15～   

  9：30～ 9：35 開会あいさつ 

          医療福祉部会部長・岩城直幸（水原自動車学校） 

   9：35～10：15 事例研究・報告の方法に関する概説 

   「実践知を共有知へ － 事例報告・研究の方法」 

             外川佑（山形県立保健医療大学・主幹総合交通心理士） 

 

 10：15～10：25 休憩 

 

 10：25～10：40 実例①「交代治療デザイン（ATD）を活用した単一事例実験による運転再開支援

の一事例」 

               岩城直幸（水原自動車学校・主任交通心理士） 

 10：40～10：55 実例②「ドライビングシミュレーター場面での視線解析を用いた半側空間無視患者 

の自動車運転再開支援－過剰な代償戦略の可視化と介入」 

             橋本竜之介（貴志川リハビリテーション病院・運転と作業療法学会会員） 

10：55～11：10 実例③「軽度半側空間無視例の運転中止への適応過程 －ARMT-J と CAOD を活用 

した移動移行支援の一事例－」 

              堀川周（福岡リハビリテーション病院・運転と作業療法学会会員） 

 11：10～11：25 質疑応答 

 11：25～11：30 閉会あいさつ 

            医療福祉部会副部会長・藤田佳男（千葉県立保健医療大学） 

 

 

医療福祉部会の事例研究・報告は，自身の経験を学会等で共有することにより，他の実務者が同

様の事例を経験した場合のヒントになり得る，新たな仮説が生まれて量的研究での検証の土台とな

る，事例研究・報告のプロセスを経て自身のスキル向上につながることが想定されます。本企画は，

こうした点を概説し，実例を紹介することで，事例研究・報告に係る学習ができることを目標とし

て開催します。 大会とは別に申込が必要です。 

※医療福祉部会セミナー申込方法 

セミナーに参加をご希望の方は，下記 URL からお申込みをお願いいたします。自動返信メールを受

信したらお申し込み完了です。定員（50 名）に達した場合は，別途メールでご連絡いたします。本セ

ミナーの参加費は無料です。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScGlIosZrqM7ZdsreTYi8GdXeWNV6pC 
GPwI-ULGFTmuDLX9IA/viewform?usp=dialog 
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【大会 1日目】 

2026 年 6月 20 日（土）【日本交通心理学会・第 91回姫路大会】 

姫路市市民会館・大ホール 受付 11:30～17：00 

 12：30～12：40 【開会式】 

      開会宣言 

大会委員長・須和憲和（神姫バス株式会社） 

      開会あいさつ 

日本交通心理学会会長・志堂寺和則（九州大学大学院） 
12：40～13：40 【基調講演】 

          「バス事業における運輸安全マネジメント」 
   木下典男（神奈川中央交通・サカイ引越センター顧問） 
        元国土交通省・大臣官房 首席運輸安全調査官 

13：40～13：50  休憩 
 

13：50～14：50 【大会シンポジウム】 

テーマ：「バスの安全に必要なもの」 

コーディネータ：蓮花一己（帝塚山大学名誉教授） 

指定討論者：木下典男（神奈川中央交通・サカイ引越センター顧問） 

話題提供者 1：「バス事業の現場から問題提起」 

須和憲和（神姫バス 次世代モビリティ推進室部長） 

話題提供者 2：「運転支援システムがバスドライバーの心理と行動に及ぼす影響 

の一考察」 

森泉慎吾（帝塚山大学 心理学部准教授） 

話題提供者 3：「外部教育機関としての取組み」 

瀬川誠（山城自動車教習所 交通教育センターR-ism Lab. GM） 

  13：50～14：50 【学校家庭部会企画・高校生発表者との交流会】※シンポジウムと同時間帯に開催 

 姫路市市民会館・5階・第 2教室 

コーディネータ：神田直弥（東北公益文科大学） 

 14：50～15：00 休憩 

 

本セッションは，本年度の高校生表彰企画で受賞した高校生同士が，それぞれの交通安全への取り

組みや研究について主体的に意見交換を行うグループワークの場です。同時間帯に大ホールにて大会

シンポジウムが開催されておりますので，大会参加者の皆様は原則としてそちらへご出席ください。

ただし，「高校生たちの熱心な議論をそっと応援したい」「交通心理学の先輩として，彼らの探究活動

を温かく見守りたい」という方の見学は大歓迎です。 
見学にあたりましては，以下の点にご協力をお願いいたします。 

・主役は高校生です： 生徒たちがのびのびと発言できるよう，会場後方から温かく見守っていただけ

れば幸いです。 
・「ちょっと一言」のアドバイス歓迎：ワークの進行状況によっては，見学の先生方に「専門家として

のワンポイント助言」やコメントを急遽お願いする場合がございます。 
その際は，ぜひ高校生たちの背中を押すアドバイスをお願いいたします。 
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15：00～15：35 【研究発表・高校生】 

交通に関するテーマに取り組む高校生の研究発表・表彰 

             座長：中井宏（大阪大学） 

        ◇「なぜ危険を知っていても事故は起きるのか」 

米本羽琉希・石河玲凰・石川央昌・猪川寛史・後藤和真 

（愛媛県立土居高等学校） 

        ◇「一時停止行動の改善を目指して 〜止まる意識を育てる〜」 

          秋野芯太・松田令・三橋航汰 

（山形県立酒田東高等学校） 

◇「運転ミス後の行動に着目した交通事故要因の研究」 

小川茉子 

（日本女子大学附属高等学校） 

        ◇「自転車乗車時のヘルメット着用促進に関する研究」 

          小嶋悠生・小倉隆太郎・小谷悠介 

（東海学園高等学校） 

        ◇表彰：プレゼンター：日本交通心理学会会長・志堂寺和則（九州大学大学院） 

15：35～15：45 休憩 

 15：45～17：00 【研究発表・セッションⅠ】座長：佐々木努（北海道千歳リハビリテーション大学） 

 15：45～16：00 「動眼神経麻痺と運動麻痺を呈している対象者への運転再開支援の一事例」 

○岩城直幸 1・外川佑 2・小菅英恵 3・藤田佳男 4 

（1水原自動車学校・2山形県立保健医療大学・3交通事故総合分析センター・4千 
葉県立保健医療大学） 

 16：00～16：15 「飛び石事故と運転行動との関連に関する研究」 

○鎮目雅男 1・島崎敢 2  

（1 交通心理エコドライブ研究所・2近畿大学） 

16：15～16：30 「一般運転者と自動車学校指導員の運転挙動比較（1）追従運転時における車間距離 

         保持特性について」 

         ○今林士聡 1・シャシゲン 1・松木裕二 1・明神貴羅 2  

（1福岡工業大学・2 三菱電機モビリティ株式会社） 

16：30～16：45 「前方車両追従場面における速度認知・速度調整に対する副課題負荷と周辺視覚手 

がかりの影響ードライビングシミュレータ実験ー」  

    ○安達涼 1・菊池輝 2  

（1 東北工業大学大学院・2 東北工業大学） 

16：45～17：00 「地域在住 75～80 歳高齢者における自己申告による交通事故の実態と関連因子の 

検討」 

○佐々木努 1・小菅英恵 2・山田恭平 1・山北武 3 

（1北海道千歳リハビリテーション大学・2交通事故総合分析センター・3千歳市介護予 

防センター） 
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 17：00～17：10 休憩 

 17：10～17：45 【総会】 
  報告および議決事項がございますので学会員の方はご参加ください。 

  17：45～18：25  懇親会場へ移動 
18：30～20：30 【懇親会】会場：「ホテルモントレ姫路」14 階「シエル」 
              ※当日に参加申込はできません。 

※都合によりキャンセルされる場合は 6 月 2 日までにご連絡ください。 
ご連絡無き場合は返金いたしません。 

 

【大会 2日目】 

2026 年 6月 21 日（日） 姫路市市民会館大ホール 受付 9：15～13：10 

  9：30～10：45 【研究発表・セッションⅡ】座長：北折充隆（金城学院大学） 

   9：30～ 9：45 「発達段階を考慮した自転車安全教育ルーブリックの試作」 

○中井 宏 1・吉田長裕 2・福嶋祐貴 3 

 （1 大阪大学・2 大阪公立大学・3 京都教育大学） 

  9：45～10：00 「自転車対四輪車事故における過失割合の基準と一般人の判断の比較（その 1）  

－職業運転者と一般ドライバーの相違－」  

○岸本好二 1・宮川忠蔵 1・岡本満喜子 2 

（1 杉並交通第二株式会社・2 関西大学） 

 10：00～10：15 「自転車対四輪車事故における過失割合の基準と一般人の判断の比較（その 2） 

－規範意識と道路交通法の理解度との関連性－」 

○宮川忠蔵 1・岸本好二 1・岡本満喜子 2 

（1 杉並交通第二株式会社・2 関西大学） 

10：15～10：30 「Shared Space における交通事故の過失割合判断－歩車分離道路との比較－」 

     岡本満喜子（関西大学） 

 10：30～10：45 「事故回避不能状況における完全自動運転車の行動判断に関する研究（2）－命の選 

別に関する考察－」  

○北折充隆 1・谷伊織 2・伊藤倫 3・小嶋理江 3 

（1 金城学院大学・2愛知学院大学・3 名古屋大学） 

 10：45～10：55 座長交代 

10：55～12：10 【研究発表・セッションⅢ】座長：小嶋理江（名古屋大学） 

  10：55～11：10 「日本語版 Pedestrian Behavior Scale（J-PBS）の心理測定学的性質の検討」 

○菊樂裕一・飯村周平 

（創価大学） 

 11：10～11：25 「交通心理学会医療福祉部会の役割に関する探索的研究－学会員アンケート自由記 

述のフレームワーク分析－」  

          ○那須識徳 1・外川佑 2・小菅英恵 3・岩城直幸 4・藤田佳男 5  

          （1農協共済中伊豆リハビリテーションセンター 福祉部 障害者支援施設 さわら 

             び・2山形県立保健医療大学・3交通事故総合分析センター・4水原自動車学校・ 
5 千葉県立保健医療大学） 
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 11：25～11：40 「歩行中の保護者と子どもの相互作用の様相：量的および質的分析による検討」 

     大谷亮 

（一般財団法人日本自動車研究所） 

11：40～11：55 「道路横断時のリスク判断におけるネガティブ感情と注意資源」 

○増田奈央子・木村司・篠原一光 

（大阪大学大学院人間科学研究科） 

 11：55～12：10 「地域モビリティに対する心理的オーナーシップを測定するマイモビリティ尺度の 

開発」  

○小嶋理江・有吉亮・森川高行 
（名古屋大学 未来社会創造機構 モビリティ社会研究所） 

12：10～13：10 【昼休憩】 
 

13：10～14：25 【研究発表・セッションⅣ】座長：藤田悟郎（科学警察研究所） 

13：10～13：25 「高齢運転者の認知機能と速度見越検査の関連」 

    ○藤田佳男 1・4・和田好誠 2・上村直人 3・三村將 4  

          （1千葉県立保健医療大学・2東京湾岸リハビリテーション病院・3 高知リハビリ 

テーション専門職大学・4慶應義塾大学） 

  13：25～13：40 「高齢者の運転自己調節行動と QOL との関連モデル化：安全運転継続のための検 

討（1）」 

○福井匠流 1・小菅英恵 2・山村豊 1 

（1 桜美林大学・2 交通事故総合分析センター） 

 13：40～13：55  「実車指導による高齢運転者の安全運転意欲と運転習慣の影響：安全運転継続の 

ための検討（2）」 

○小菅英恵 1・福井匠流 2・山村豊 2・藤田佳男 3 

（1 交通事故総合分析センター・2 桜美林大学・3 千葉県立保健医療大学） 

13：55～14：10 「運転技能検査受検者・高齢者講習受講者の実車運転評価と危険運転経験の関連」 

○小菅律・岡村和子・藤田悟郎・中野友香子・金内さよ・土屋裕美子 
（科学警察研究所） 

 14：10～14：25 「認知機能検査前後の事故・違反について：生存分析による検討」  

    ○藤田悟郎・小菅律・岡村和子・中野友香子・金内さよ・土屋裕美子 

（科学警察研究所） 

14：25～14：35 座長交代 

14：35～15：50 【研究発表・セッションⅤ】座長：篠原一光（大阪大学） 

14：35～14：50 「運輸業ドライバーにおけるパーソナリティ特性と運転行動の関連」 

    ○東正訓 1・中井宏 2・北折充隆 3・篠原一光 2 

                 （1 追手門学院大学・ 2大阪大学大学院・ 3金城学院大学） 

 14：50～15：05 「ドローンパイロットの適性検査指標と支援手法に関する探索的研究」  

    ○藤掛和広 1・西郷悟 2 
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（1 中京大学・2飛鳥安全研修センター川崎） 

 15：05～15：20 「業務用小型二輪車における危険行動の評価と類型」 

     倉升澄宏（MS＆AD インターリスク総研株式会社） 

15：20～15：35 「あおり運転尺度作成の試みと信頼性・妥当性の検討」 

     今井靖雄（金沢大学大学院） 

 15：35～15：50 「中高年タクシードライバーを対象とする運転業務に関連する加齢変化・補償行動 

の自己評価尺度の作成」  

       ○篠原一光 1・小嶋理江 2・島崎敢 3・太子のぞみ 4・増田奈央子 1・伊藤倫 2 

（1 大阪大学大学院・2 名古屋大学・3 近畿大学・4武庫川女子大学） 

 15：50～16：00 【閉会式】 

     閉会あいさつ 

大会準備委員長・瀬川誠（山城自動車教習所 交通教育センターR-ism Lab.） 

４．発表者へのご案内 

 研究発表の時間は，15 分（プレゼンテーション 12 分，質疑応答 2 分，交代 1 分）です。 

 発表開始 10 分後に 1 鈴，12 分後に 2 鈴，14 分後に 3 鈴を合図として，お知らせします。 

 発表者は，会場に準備しているパソコン（OS：MS-Windows 11，Microsoft365 インストール済）を

ご使用いただきます。 

 発表者は，セッション開始前までに，会場のパソコンにデータをお入れください。 

 発表順は，プログラムをご覧ください。順番の変更はお断りいたします。 

 研究発表は，優秀発表賞の対象になります。後日，学会から発表いたします。 

５．大会までの日程 

① 研究発表申込み締切 
② 発表論文の原稿提出締切 
③ 大会プログラム（2 号通信）発行 
④ 大会参加申込み締切 
⑤ 大会参加費振込締切 
⑥ 教習所セミナー 
⑦ 姫路大会                

3 月 31 日 
5 月 8 日 
5 月 28 日 
6 月 2 日 
6 月 2 日 
6 月 19 日 
6 月 20 日，21 日

 
 
【大会についてのお問合せ】     
日本交通心理学会第 91 回姫路大会事務局 
担当：瀬川誠，浜田一郎 メール：info@jatp2026.com 

 
 


